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幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階における
教材開発及び協働性創造を推進するための研究者の協働手順の開発
横松　友義
　本研究では，幼稚園カリキュラム・マネジメントの実現できる教育課程及び年間指導計画
を編成・作成し，さらに，それらを実施し評価し改善し再編成・作成することができている
Ａ私立幼稚園においてアクション・リサーチを実施し，その実施段階において，教材開発と
協働性創造を推進するための研究者の協働手順を開発している。その上で，この教材開発及
び協働性創造の加速過程において，システム思考の重要性の理解，システム思考の開始，対
話の中での学びの積み重ねと教諭相互の信頼感の強化，リーダーシップの分散，無理のない
形での取り組みの実施が見いだされたことを報告している。
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Ⅰ．本アクション・リサーチの目的
　わが国の幼稚園では，三つの側面を持つカリキュ
ラム・マネジメントの実現が求められている。その
三つの側面は，横松の言葉を借りれば，「国の教育
課程基準の実現と特色のあるカリキュラム創りを可
能にする，自園の保育の目標・ねらい・内容の連関
性を確保するという側面」と，「教育課程のＰＤＣ
Ａサイクルを回すという側面」と，「教育内容を決
定した後，実際の保育を創造していく際に，職員同
士，あるいは，職員と保護者や地域の人々等とが協
働して，内外の物的資源等を効果的に活用する側面」
である1）。
　横松は，このカリキュラム・マネジメントを各幼
稚園現場において実現するために，教育課程の計画
段階で遂行する必要のある事項を次の４点に整理し
ている2）。
　「㋐　教育基本法及び学校教育法の観点から納得
できると共に，園の保育の実際に対応している，実
効のある保育目標を明確化する。」「㋑　所属幼稚園
において，累積された短期指導計画と整合する形で，
教育課程及び年間指導計画における保育目標と年間
指導目標と月のねらいの連関性を確保する。」「㋒　
幼稚園教育要領に示されているねらいを踏まえつ
つ，同要領に示されているそれぞれの内容（指導す
る事項）の指導を進めていくことにより，内容ごと
に，園の保育実践に関する累積資料を参考資料とし
て，各学年でどのような主体的な子どもの姿に育て
ることができるのかについての見通しを得る。しか
も，その見通しを総合すると，『幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿』を実現していく見通しにな
る。」「㋓　㋑で成立した教育課程及び年間指導計画
を，㋒で得た主体的な子どもの姿に関する見通しに
基づき，園長等と協議しながら，修正する。ただし，
この表中の主体的な子どもの姿は，到達目標ではな
い。環境を通しての教育が実践可能な範囲で，この
表中の主体的な子どもの姿がより現れてくるよう
に，成立した教育課程及び年間指導計画を修正す
る。」
　これらの事項を遂行するためには，環境を通して
の教育を追求しながら，幼稚園教育要領に示されて
いる内容（指導する事項）すべてを実践できており，
その資料も存在していることが不可欠になる。した
がって，現時点では，㋒と㋓が遂行困難である園は，
少なくないと考えられる。そこで，横松は，すでに
㋐を遂行している私立幼稚園２園においてアクショ
ン・リサーチを実施して，園の保育者等との協働に
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より㋑の作業を行った上で，㋒と㋓を遂行できる準
備となる研修までを実施している。そして，そこに
至るまでの過程を，教育課程及び年間指導計画を編
成・作成するための研究者の協働手順として定式化
している3）。
　さらに，横松は，すでに，カリキュラム・マネジ
メントを実現できる教育課程及び年間指導計画の編
成・作成を行っているＡ私立幼稚園において，前述
の㋒と㋓を遂行する準備も進めつつ，成立した教育
課程のＤＣＡＰ過程を実現するための研究者の協働
手順を開発している4）。その上で，彼は，その成果
と関連先行研究の成果とを整理して，カリキュラム・
マネジメントの二つの側面，すなわち，「国の教育
課程基準の実現と特色のあるカリキュラム創りを可
能にする，自園の保育の目標・ねらい・内容の連関
性を確保するという側面」と「教育課程のＰＤＣＡ
サイクルを回すという側面」を実現するための研究
者の協働手順全体を定式化している5）。
　そこで，本研究におけるアクション・リサーチで
は，すでに，カリキュラム・マネジメントを実現で
きる教育課程及び年間指導計画の編成・作成を行い，
さらに，成立した教育課程のＰＤＣＡサイクルを回
しているＡ私立幼稚園（以下，Ａ園と略す）におい
てアクション・リサーチを実施して，カリキュラム・
マネジメントの第３の側面，すなわち，教育（保育）
内容を決定した後，実際の保育を創造していく際に，
職員同士，あるいは，職員と保護者や地域の人々等
とが協働して，内外の物的資源等を効果的に活用す
る側面を実現するための研究者の協働手順を開発す
ることを第１の目的とする。
　そして，この第３の側面を実現すれば，横松が述
べるように，教育課程に示されている「教育内容を
最大限に豊かに実現していくこと」が，「可能にな
ると考えられる」6）。それは，次の理由からである。
カリキュラム・マネジメントの第１の側面を実現で
きる見通しを持つ園においては，国の教育課程基準
を実現できている状況と現在の所属園の保育全体の
状況との差，すなわち，所属園に不足している保育
内容が理解できており，環境を通しての教育を継続
しつつ，無理なく，新たに取り入れることのできる
保育内容について判断し実践することができる。そ
して，第２の側面を実現できる園においては，現在
の幼稚園教諭に不可欠な能力（幼児教育に関する見
方・考え方を理解したり，主体的・対話的で深い学
びや資質・能力の三つの柱の育ちを見取ったり支え
たりする能力）を高めることができると共に，年間
指導計画に基づきつつ，子どもの状況に柔軟に対応
した短期指導計画を作成し実践し評価し改善するこ
とを繰り返し，最終的には，年間指導計画と教育課
程を改善し再作成・編成することができる。つまり，
この二つの側面を実現していく園では，幼児に保障
すべき内容を確かに育てていく方向性を保持しつ
つ，教育課程及び指導計画のＰＤＣＡサイクルを回
しながら，園全体の保育の質を向上させていけるわ
けである。したがって，その教育課程のＰＤＣＡサ
イクルにおけるＤ（実施）段階で，教材開発と協働
性創造がさらに加わり加速することは，所属園の保
育全体の質的向上も加速することにつながるといえ
る。そこで，この教材開発と協働性創造の加速の仕
方について考察することを第２の目的とする。
　なお，アクション・リサーチを実施するＡ園は，
３年保育の幼稚園であるが，幼稚園型認定こども園
に認定されており，３歳未満児を対象にした保育所
相当部分を併設し，満３歳児の３歳児クラスへの途
中入園も認めている。それに対して，幼稚園の教育
課程及び年間指導計画と言えば，４月に入園・進級
する子どもを対象に編成・作成されているものが一
般的であるといえる。そこで，Ａ園では，４月に入
園・進級する子どもを対象にした３年保育の教育課
程及び年間指導計画を園の教育計画の中核部分と位
置づけ，それ以外を中核部分に整合する形で作成さ
れる部分と位置づけた上で，その中核部分において，
前述の教育課程及び年間指導計画を編成・作成し，
さらに，実施し，評価し，改善し，再編成・作成す
ることができている。
　Ａ園の職員と執筆者の関係については，共同研究
者の関係である。Ａ園の職員は，幼稚園教育要領に
従い，カリキュラム・マネジメントの実現を目指し
ており，執筆者は，幼稚園においてカリキュラム・
マネジメントを実現するための研究者の協働手順の
開発を目指している。そこで，両者は，互いの目的
を共有し，その達成のために，アクション・リサー
チを開始している。
Ⅱ ．本研究におけるアクション・リサーチの計画概要
　Ａ園が組織として，カリキュラム･マネジメント
の第３の側面を推進できるようにするためには，関
連先行研究を踏まえると，次の①～⑥の事項の遂行
が不可欠であると考えられる。なお，各事項の（　）
内には，その事項が不可欠である理由について論じ
ている。
　① 　ねらい設定後に，より大きな保育効果の上が
る環境構成を行うための基本的視点について，
理解し，納得していく。（保育効果について判
断する際の基本的視点を明確に理解しておかな
ければ，より良い教材について判断することは
幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階における教材開発及び協働性創造を推進するための研究者の協働手順の開発
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できないからである。また，この点についての
理解の共有は，保育者集団の協働性の質を高め
る上で，重要であると考えられるからである。）
　② 　年間指導計画の月のねらいとそのねらいを実
現できる環境構成に関して，園内情報を蓄積し
整理し，活用する。（園ごとに，通う子どもた
ちも保護者も内外の物的人的資源も異なるの
で，その園での一定時期の環境構成例を蓄積・
共有し，活かしていくことが実用的であると考
えられるからである。）
　③ 　保育者集団の協働性を高めていく方法につい
て理解を深める。（園の保育者集団の協働性を
高めていくことは，不可欠だからである。）
　④ 　保護者との協働を推進する方法について，理
解を深める。（保護者との協働は不可欠だから
である。）
　⑤ 　地域の物的資源の活用や地域の人たちとの協
働を推進する方法について，理解を深める。（新
たな教材開発を進めていく上で，地域資源（人，
物，事）をより多く把握できていることは，有
益であると考えられるからである。）
　⑥ 　園全体として，環境構成論関係著書，あるい
は，組織マネジメント論関係著書から学びたい
内容が生じた場合，関係図書を参考にしながら
準備や実践を行うことを通して，その内容につ
いての理解を深める。（本研究で取り上げてい
るカリキュラム・マネジメントの第３の側面は，
対象園が年間指導計画レベルで保育内容を設定
した後の事柄であり，対象園の保育内容を前提
にしている。それらとのかかわりで，その時の
現場に環境構成にかかわる必要事（例えば，そ
の園に不足している保育内容をより充実させる
こと等）や組織マネジメントにかかわる必要事
（例えば，新たなチームを形成すること等）が
生じる場合がある。必然的に，それらについて
の理解を深めることが，求められることになる。
そして，ここで，学習媒体を環境構成「論」関
係図書や組織マネジメント「論」関係図書に限
定しているのは，次の理由からである。本研究
におけるアクション・リサーチで実施する研修
では，対象園の職員が，主体的協働的に組織あ
るいは自分自身の課題を設定し実現していく力
の向上を目指している。生じた必要事について，
理論的にとらえることができなければ，主体的
協働的に組織あるいは自分自身の課題を見いだ
すことは，困難であると考えられるからである。
また，図書に限定しているのは，入手しやすさ
等の実用性を重視しているからである。）
　これら六つの遂行事項を踏まえて，本研究におけ
るアクション・リサーチでは，前提として，次の仮
説を設定する。すなわち，カリキュラム・マネジメ
ントを実現できる教育課程及び年間指導計画を編
成・作成し，さらに，実施し，評価し，改善し，再
編成・作成することを繰り返している幼稚園におい
て，これら六つの事項を遂行するための研修を実施
し，すべての事項で担任教諭内に進歩が確認される
と共に，その後も，これら六つの事項に関する研修
を必要に応じて実施できるとすれば，園長等は，幼
稚園カリキュラム・マネジメントの第３の側面を実
現できる見通しを得ることができる。加えて，その
過程で，幼稚園内で，教材開発と協働性創造が加速
していく。
　以上のことから，本研究におけるアクション・リ
サーチの計画概要は，次の通りである。Ａ園におい
ては，①～⑥の遂行事項について説明した上で，ま
ずは，①に関する研修を実施する。なぜなら，保育
効果について判断する際の基本的視点を明確に理解
しておかなければ，より良い教材について判断する
ことはできないからである。また，この点について
の共通理解は，保育者集団の協働性の質を高める上
で，重要であると考えられるからである。その様子
は，ビデオカメラレコーダーで記録しておく。その
後，担任教諭は，一定期間，研修内容に基づく取り
組みを行い，執筆者は，取り組み成果についての確
認とそれへの助言を行う。なお，取り組み成果は必
ず生じると確信する場合，この手順は省略する。そ
の上で，六つの遂行事項の進歩状況と次回研修への
要望を担任教諭に確認する質問紙調査を園長等に依
頼し，その結果を執筆者に送っていただく。質問紙
は，執筆者が作成し，より分かりやすくするための
修正を適宜加える。担任教諭の進歩状況及び次回研
修への要望を園長等と執筆者とで把握した上で，電
話等により，第２回研修内容について協議して決定
する。その協議内容は，記録して文書化する。そし
て，第２回研修を実施する。それ以降は，第１回研
修終了後から第２回研修を実施するまでの過程を繰
り返す。このことを，六つの遂行事項の内，残り最
後の事項に関する研修を実施するまで継続する。な
お，研修内容については，有効性及び実用性，すな
わち，効果があり，かつ，対象園が無理なく取り組
めるということを重視して，検討し決定していく。
　①から⑥までの遂行事項すべてにおいて担任教諭
内に進歩が確認されると共に，今後も必要に応じて，
園長等が，同様に，教材開発及び協働性創造に関す
る進歩状況と次回研修への要望を担任教諭に確認
し，幼稚園カリキュラム・マネジメント研究者と協
横松　友義
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より㋑の作業を行った上で，㋒と㋓を遂行できる準
備となる研修までを実施している。そして，そこに
至るまでの過程を，教育課程及び年間指導計画を編
成・作成するための研究者の協働手順として定式化
している3）。
　さらに，横松は，すでに，カリキュラム・マネジ
メントを実現できる教育課程及び年間指導計画の編
成・作成を行っているＡ私立幼稚園において，前述
の㋒と㋓を遂行する準備も進めつつ，成立した教育
課程のＤＣＡＰ過程を実現するための研究者の協働
手順を開発している4）。その上で，彼は，その成果
と関連先行研究の成果とを整理して，カリキュラム・
マネジメントの二つの側面，すなわち，「国の教育
課程基準の実現と特色のあるカリキュラム創りを可
能にする，自園の保育の目標・ねらい・内容の連関
性を確保するという側面」と「教育課程のＰＤＣＡ
サイクルを回すという側面」を実現するための研究
者の協働手順全体を定式化している5）。
　そこで，本研究におけるアクション・リサーチで
は，すでに，カリキュラム・マネジメントを実現で
きる教育課程及び年間指導計画の編成・作成を行い，
さらに，成立した教育課程のＰＤＣＡサイクルを回
しているＡ私立幼稚園（以下，Ａ園と略す）におい
てアクション・リサーチを実施して，カリキュラム・
マネジメントの第３の側面，すなわち，教育（保育）
内容を決定した後，実際の保育を創造していく際に，
職員同士，あるいは，職員と保護者や地域の人々等
とが協働して，内外の物的資源等を効果的に活用す
る側面を実現するための研究者の協働手順を開発す
ることを第１の目的とする。
　そして，この第３の側面を実現すれば，横松が述
べるように，教育課程に示されている「教育内容を
最大限に豊かに実現していくこと」が，「可能にな
ると考えられる」6）。それは，次の理由からである。
カリキュラム・マネジメントの第１の側面を実現で
きる見通しを持つ園においては，国の教育課程基準
を実現できている状況と現在の所属園の保育全体の
状況との差，すなわち，所属園に不足している保育
内容が理解できており，環境を通しての教育を継続
しつつ，無理なく，新たに取り入れることのできる
保育内容について判断し実践することができる。そ
して，第２の側面を実現できる園においては，現在
の幼稚園教諭に不可欠な能力（幼児教育に関する見
方・考え方を理解したり，主体的・対話的で深い学
びや資質・能力の三つの柱の育ちを見取ったり支え
たりする能力）を高めることができると共に，年間
指導計画に基づきつつ，子どもの状況に柔軟に対応
した短期指導計画を作成し実践し評価し改善するこ
とを繰り返し，最終的には，年間指導計画と教育課
程を改善し再作成・編成することができる。つまり，
この二つの側面を実現していく園では，幼児に保障
すべき内容を確かに育てていく方向性を保持しつ
つ，教育課程及び指導計画のＰＤＣＡサイクルを回
しながら，園全体の保育の質を向上させていけるわ
けである。したがって，その教育課程のＰＤＣＡサ
イクルにおけるＤ（実施）段階で，教材開発と協働
性創造がさらに加わり加速することは，所属園の保
育全体の質的向上も加速することにつながるといえ
る。そこで，この教材開発と協働性創造の加速の仕
方について考察することを第２の目的とする。
　なお，アクション・リサーチを実施するＡ園は，
３年保育の幼稚園であるが，幼稚園型認定こども園
に認定されており，３歳未満児を対象にした保育所
相当部分を併設し，満３歳児の３歳児クラスへの途
中入園も認めている。それに対して，幼稚園の教育
課程及び年間指導計画と言えば，４月に入園・進級
する子どもを対象に編成・作成されているものが一
般的であるといえる。そこで，Ａ園では，４月に入
園・進級する子どもを対象にした３年保育の教育課
程及び年間指導計画を園の教育計画の中核部分と位
置づけ，それ以外を中核部分に整合する形で作成さ
れる部分と位置づけた上で，その中核部分において，
前述の教育課程及び年間指導計画を編成・作成し，
さらに，実施し，評価し，改善し，再編成・作成す
ることができている。
　Ａ園の職員と執筆者の関係については，共同研究
者の関係である。Ａ園の職員は，幼稚園教育要領に
従い，カリキュラム・マネジメントの実現を目指し
ており，執筆者は，幼稚園においてカリキュラム・
マネジメントを実現するための研究者の協働手順の
開発を目指している。そこで，両者は，互いの目的
を共有し，その達成のために，アクション・リサー
チを開始している。
Ⅱ ．本研究におけるアクション・リサーチの計画概要
　Ａ園が組織として，カリキュラム･マネジメント
の第３の側面を推進できるようにするためには，関
連先行研究を踏まえると，次の①～⑥の事項の遂行
が不可欠であると考えられる。なお，各事項の（　）
内には，その事項が不可欠である理由について論じ
ている。
　① 　ねらい設定後に，より大きな保育効果の上が
る環境構成を行うための基本的視点について，
理解し，納得していく。（保育効果について判
断する際の基本的視点を明確に理解しておかな
ければ，より良い教材について判断することは
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議して，必要な研修内容を決定し，実施する（他に
より適切な研修実施者が存在するとき，その人に依
頼する場合もある）ことを今後も必要に応じて行う
ことを約束する。そのことにより，園長等が，カリ
キュラム・マネジメントの第３の側面を実現するこ
とのできる見通しを得ることができたと判断した段
階で，研修を終了する。
　以上の過程を通して，研修資料，研修記録，担任
教諭の取り組み記録及びそれへの執筆者の助言記
録，進歩状況及び次回研修への要望を確認する質問
紙調査の結果，次回研修内容に関する園長等との協
議内容の記録，園長等の今後の見通しに関する記録
に基づいて，研究者の協働手順を定式化する。それ
と共に，幼稚園内に生じた，教材開発及び協働性創
造の加速の仕方について考察する。
　ここにおいて，アクション・リサーチの結果を解
釈・検討する観点について確認しておく。アクショ
ン・リサーチは，周知のとおり，一般化された法則
を明らかにすることよりもむしろ，現実の変革を目
指す研究方法である。したがって，秋田7）が指摘し
ているように，結果については，問題解消の「有効
性」，コスト・パフォーマンス等からの「実用性」，
場を共有する人や類似場面にいる人の「受容性」の
観点から解釈すると共に，その検討は，「同じデー
タを分析したときにどの程度同じ結論にいたるかと
いう内的一貫性としての信頼性」の観点から行うこ
とが重要である。そして，その成果については，他
者に受容・活用されていく中で，より適用範囲の広
い，より一般的なものへと発展させていく必要があ
る。
Ⅲ ．アクション・リサーチを実施するＡ園の状況説
明とアクション・リサーチの実施過程
　１ ．アクション・リサーチ開始時のＡ園の状況説明
　ここでは，園が特定されない範囲で，本研究にお
けるアクション・リサーチ開始時のＡ園の状況を説
明する。３歳児クラスが３クラス，４歳児クラスと
５歳児クラスが，それぞれ２クラスあり，満３歳児
の３歳児クラスへの途中入園を認めている。そして，
カリキュラム・マネジメントを実現できる教育課程
及び年間指導計画を編成・作成し，さらに，実施し，
評価し，改善し，再編成・作成することをすでに行っ
ている。
　２．アクション・リサーチの実施過程
　１）予告的研修の資料作成
　2019年３月13日に，Ａ園から，教材ないし環境
構成に関する実践研究の進め方について，助言を求
められた。本研究におけるアクション・リサーチで
実施する研修で最初に取り扱う事項①は，まさに教
材ないし環境構成にかかわる事項である。そこで，
当初，本研究におけるアクション・リサーチで実施
する研修は，2019年度に入って開始する予定であっ
たが，３月14日に，執筆者は，別の研修をＡ園で
実施する予定であったので，急遽，同日に，2019
年度の研修の予告として，研修全体の素案とＡ園の
求める実践研究の進め方について助言を行うための
資料を作成した。
　２）予告的研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年３月14日の16時20分頃から約50分，Ａ
園において，担任教諭７人（その内の４人は，2019
年度担任予定者）を対象に資料を配付した上で，研
修を実施した。なお，併設している保育所相当部分
の保育者２人と経営担当職員１人も，状況把握のた
めに参加した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　ここでは，配布資料及び説明の概要について述べ
る。なお，資料内における各項目の番号あるいは項
目名の字体は，本稿では明朝体で示しているが，元
はゴシック体である。
　まず，配付資料の「１．実現を目指しているカリ
キュラム・マネジメントの三つの側面」には，教育
課程編成の方法にかかわる側面と教育課程のＰＤＣ
Ａサイクルを回すという側面と共に，本研究におけ
るアクション・リサーチで実現しようとする側面，
すなわち，「教育内容を決定した後，実際の保育を
創造していく際に，職員同士，あるいは，職員と保
護者や地域の人々等とが協働して，内外の物的資源
等を効果的に活用する側面」8）を示し，説明を加え
た。
　次に，配付資料の「２．カリキュラム・マネジメ
ントの第３の側面を実現するために遂行する必要の
ある事項」には，前述した遂行事項の内，①～⑤に
含まれる内容を六つの項目に分けて示し，説明を加
えた。すなわち，この素案の段階では，前述の「⑥
　園全体として，環境構成論関係著書，あるいは，
組織マネジメント論関係著書から学びたい内容が生
じた場合，関係図書を参考にしながら準備や実践を
行うことを通して，その内容についての理解を深め
る。」という遂行事項は示していなかった。
　ただし，Ａ園の求めている，教材ないし環境構成
に関する実践研究の進め方に特にかかわる遂行事項
は，一つには，前述の「①　ねらい設定後に，より
大きな保育効果の上がる環境構成を行うための基本
的視点について，理解し，納得していく。」である
と考えられる。この資料でも同事項を示し，「主体
幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階における教材開発及び協働性創造を推進するための研究者の協働手順の開発
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的な学び，対話的な学び，深い学びがより促される
環境構成」と「資質・能力の三つの柱の育ちがより
もたらされる環境構成」を目指し，そうした学びや
資質・能力の育ちの促される子どもの活動について
の見通しを持ち，実践を創造することが重要である
という説明を加えた。さらに，今一つには，前述の
「③　保育者集団の協働性を高めていく方法につい
て理解を深める。」過程で一般に重視される，保育
実践についてのカンファレンスが，必要になるとい
う説明も加えた。
　最後に，今後の取り組みについての質問に答えた。
　３ ）第１回研修開始の決定と予告的研修実施後の
園内での取り組み成果の共有
　予告的研修実施後７月下旬まで，執筆者に助言を
受けながら，実践研究が継続された。そして，その
成果のとりまとめについての最終検討が，７月29
日に執筆者も含めて行われることになった。それを
受けて，実践研究そのことが終了となるので，同日
に，本研究におけるアクション・リサーチで実施す
る研修を正式に開始することにした。
　予告的研修実施後の園内での取り組み成果につい
ては，第１回研修において，教諭間で共通理解して
おく必要があると判断した。第１回研修時の配付資
料に，その成果の概要を示しているので，ここでは，
その部分を引用する。なお，一部，不必要と判断し
た部分を省略したり，園の特定を回避するために削
除したりした所がある。「㋐　2019年３月14日に，
研修が実施された。参加職員は，カリキュラム・マ
ネジメントの第３の側面（……）を実現するために
遂行する必要があると考えられる事項（素案）につ
いて，執筆者より説明を受けた。その際，主体的な
学び，対話的な学び，深い学びがより促される環境
構成を求めることと，資質・能力の三つの柱の育ち
がよりもたらされる環境構成を求めることとが，よ
り大きな保育効果の上がる環境構成を行うために必
要であることを把握した。このことを意識すると共
に，他の職員と共にカンファレンスを行うことを挟
んで，保育実践を創造・改善するとよいというアド
バイスを執筆者から受けた。」「㋑　2019年度の当
初から５月中旬にかけて，４歳児…組において，今
の子どもの興味をもつ対象（……）を見つけた上で，
『主体的・対話的で深い学び』の発生，『幼児の学び
のプロセスで働く５つの力』の発生，『資質・能力
の三つの柱』の育ちという観点から展開過程を予想
し，物的環境を用意したり，保育者の援助を行った
りした。」「㋒　５月15日までは，担任が保実践（正
しくは，保育実践…執筆者注）後の省察により保育
実践の改善を行った。５月16・17日に，他の職員
と共にカンファレンスを行い，問題点と改善策につ
いて話し合った上で，保育実践の改善を行った。」「㋓
　その結果，子どもは遊びに興味を持ち，主体的に
遊び込み，遊びが充実していった。また，教師自身
の次のような保育の向上につながった。子どもの育
ちを見取ることができる。子どもの遊びの中でどの
ような姿，育ちがあるかを予想することができる。
今の子どもに必要な環境構成・保育者の関わりが分
かる。育ち，発達の流れを理解でき，また，発達を
見直す手がかりにもなる。教師が子どもの姿を予想
して保育ができるので，心に余裕が持てる。」なお，
引用文中の「幼児の学びのプロセスで働く５つの力」
とは，広島県の保育界で育てようとしている「感じ
る・気付く力」，「うごく力」，「考える力」，「やりぬ
く力」，「人とかかわる力」である9）。
　４）第１回研修の資料作成
　第１回研修の資料として，二つの資料を用意した。
一つには，本研究におけるアクション・リサーチの
計画概要を説明する資料を作成した。そして，今一
つには，予告的研修後の園内での進歩を踏まえて，
①に関する研修資料を作成した。予告的研修以降の
①に関する取り組みを園内で行ったのは，担任教諭
３人を含む４人の教諭であり，担任教諭の内の４人
はいまだ取り組みを行っていなかった。そこで，①
にかかわる基礎的内容と共に，予告的研修後の園内
での取り組み成果の概要を含めることにした。
　５）第１回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年７月29日の10時30分頃から約１時間，Ａ
園において，園長，副園長，教諭８人を対象に資料
を配付した上で，研修を実施した。なお，併設して
いる保育所相当部分の保育者１人も，状況把握のた
めに参加した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　最初に，本アクション・リサーチの計画概要に関
する資料に基づき，Ⅱで示した，前述の①～⑥の遂
行事項，研修と園内での取り組みと執筆者の助言の
進め方，研修終了の仕方，アクション・リサーチ成
果のまとめ方等について説明した。
　続いて，①に関する研修資料に基づいて，研修を
行っている。ここでは，配布資料及び説明の概要に
ついて述べる。なお，資料内における各項目の番号
あるいは項目名の字体は，本稿では明朝体で示して
いるが，元はゴシック体である。
　「１」では，本日の研修で取り扱う遂行事項として，
①の「ねらい設定後に，より大きな保育効果の上が
る環境構成を行うための基本的視点について，理解
し，納得していく。」を示している。
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議して，必要な研修内容を決定し，実施する（他に
より適切な研修実施者が存在するとき，その人に依
頼する場合もある）ことを今後も必要に応じて行う
ことを約束する。そのことにより，園長等が，カリ
キュラム・マネジメントの第３の側面を実現するこ
とのできる見通しを得ることができたと判断した段
階で，研修を終了する。
　以上の過程を通して，研修資料，研修記録，担任
教諭の取り組み記録及びそれへの執筆者の助言記
録，進歩状況及び次回研修への要望を確認する質問
紙調査の結果，次回研修内容に関する園長等との協
議内容の記録，園長等の今後の見通しに関する記録
に基づいて，研究者の協働手順を定式化する。それ
と共に，幼稚園内に生じた，教材開発及び協働性創
造の加速の仕方について考察する。
　ここにおいて，アクション・リサーチの結果を解
釈・検討する観点について確認しておく。アクショ
ン・リサーチは，周知のとおり，一般化された法則
を明らかにすることよりもむしろ，現実の変革を目
指す研究方法である。したがって，秋田7）が指摘し
ているように，結果については，問題解消の「有効
性」，コスト・パフォーマンス等からの「実用性」，
場を共有する人や類似場面にいる人の「受容性」の
観点から解釈すると共に，その検討は，「同じデー
タを分析したときにどの程度同じ結論にいたるかと
いう内的一貫性としての信頼性」の観点から行うこ
とが重要である。そして，その成果については，他
者に受容・活用されていく中で，より適用範囲の広
い，より一般的なものへと発展させていく必要があ
る。
Ⅲ ．アクション・リサーチを実施するＡ園の状況説
明とアクション・リサーチの実施過程
　１ ．アクション・リサーチ開始時のＡ園の状況説明
　ここでは，園が特定されない範囲で，本研究にお
けるアクション・リサーチ開始時のＡ園の状況を説
明する。３歳児クラスが３クラス，４歳児クラスと
５歳児クラスが，それぞれ２クラスあり，満３歳児
の３歳児クラスへの途中入園を認めている。そして，
カリキュラム・マネジメントを実現できる教育課程
及び年間指導計画を編成・作成し，さらに，実施し，
評価し，改善し，再編成・作成することをすでに行っ
ている。
　２．アクション・リサーチの実施過程
　１）予告的研修の資料作成
　2019年３月13日に，Ａ園から，教材ないし環境
構成に関する実践研究の進め方について，助言を求
められた。本研究におけるアクション・リサーチで
実施する研修で最初に取り扱う事項①は，まさに教
材ないし環境構成にかかわる事項である。そこで，
当初，本研究におけるアクション・リサーチで実施
する研修は，2019年度に入って開始する予定であっ
たが，３月14日に，執筆者は，別の研修をＡ園で
実施する予定であったので，急遽，同日に，2019
年度の研修の予告として，研修全体の素案とＡ園の
求める実践研究の進め方について助言を行うための
資料を作成した。
　２）予告的研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年３月14日の16時20分頃から約50分，Ａ
園において，担任教諭７人（その内の４人は，2019
年度担任予定者）を対象に資料を配付した上で，研
修を実施した。なお，併設している保育所相当部分
の保育者２人と経営担当職員１人も，状況把握のた
めに参加した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　ここでは，配布資料及び説明の概要について述べ
る。なお，資料内における各項目の番号あるいは項
目名の字体は，本稿では明朝体で示しているが，元
はゴシック体である。
　まず，配付資料の「１．実現を目指しているカリ
キュラム・マネジメントの三つの側面」には，教育
課程編成の方法にかかわる側面と教育課程のＰＤＣ
Ａサイクルを回すという側面と共に，本研究におけ
るアクション・リサーチで実現しようとする側面，
すなわち，「教育内容を決定した後，実際の保育を
創造していく際に，職員同士，あるいは，職員と保
護者や地域の人々等とが協働して，内外の物的資源
等を効果的に活用する側面」8）を示し，説明を加え
た。
　次に，配付資料の「２．カリキュラム・マネジメ
ントの第３の側面を実現するために遂行する必要の
ある事項」には，前述した遂行事項の内，①～⑤に
含まれる内容を六つの項目に分けて示し，説明を加
えた。すなわち，この素案の段階では，前述の「⑥
　園全体として，環境構成論関係著書，あるいは，
組織マネジメント論関係著書から学びたい内容が生
じた場合，関係図書を参考にしながら準備や実践を
行うことを通して，その内容についての理解を深め
る。」という遂行事項は示していなかった。
　ただし，Ａ園の求めている，教材ないし環境構成
に関する実践研究の進め方に特にかかわる遂行事項
は，一つには，前述の「①　ねらい設定後に，より
大きな保育効果の上がる環境構成を行うための基本
的視点について，理解し，納得していく。」である
と考えられる。この資料でも同事項を示し，「主体
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　「２．より大きな保育効果の上がる環境構成を行
うための基本的視点」においては，保育所・認定こ
ども園の段階から高等学校の段階まで，共通して，
主体的な学び・対話的な学び・深い学びを続けてい
くことと，育成すべき資質・能力の三つの柱を整理
し系統づけることとが，重視されている10）ことを
解説している。その上で，保育効果を生み出す際に，
基本的に重視される視点は，次の３点であると論じ
る。「子どもの主体的な学び（興味・関心・見通し）
が次々と生まれやすい教材（遊びや絵本等）を選ぶ。」
「子どもの主体的な学び，対話的な学び，深い学び
をより促すことのできる環境構成を行う。」「そのと
きに求めている資質・能力の三つの柱の育ちがより
もたらされる環境構成を行う。」
　「３．２の基本的視点について納得していくための
取り組み例」を次のようにあげている。「㋐　子ど
もの主体的な学び（興味・関心・見通し）が次々と
生まれやすい教材を選び，その教材に関わる展開過
程について，主体的な学び，対話的な学び，深い学
びの発生という観点から予想したり，資質・能力の
三つの柱の育ちという観点から予想したりする。そ
の上で，物的環境を用意したり，保育者の援助を行っ
たりする。」「㋑　実践後の省察により実践改善を
行ったり，保育者集団によるカンファレンスを挟ん
で実践改善を行ったりする。」「㋒　㋐と㋑により，
子どもの遊びがより豊かになったり，保育者の専門
的力量が向上したりすることを実感する。」
　「４」では，Ａ園でのこれまでの取り組み成果の
概要を示している。その内容は，Ⅲの２の３）で示
したとおりである。
　６ ）担任教諭の進歩状況及び次回研修への要望を
踏まえた上での第２回研修内容の決定
　第１回研修では，本研究におけるアクション・リ
サーチで取り組む全遂行事項を理解すると共に，予
告的研修実施後の園内での取り組み成果を職員間で
共有している。また，本研究におけるアクション・
リサーチの開始は，実質的には，予告的研修ととら
えることができるので，予告的研修を実施した３月
14日以降の担任教諭の進歩に注目し，その成果は
明らかであると判断した。したがって，第１回研修
後の園内での取り組み内容の確認は行うことなく，
質問紙調査を行うことにした。
　担任教諭の進歩状況と次回研修への要望を確認す
るための質問紙調査の結果は，９月５日に受け取っ
た。担任教諭７人の内，３月14日の予告的研修後
に進歩があったという回答は，前述の遂行事項の内，
①３人，②３人，③３人，④２人，⑤０人，⑥０人
であった。なお，進歩の有無について無記入であっ
たり，具体的進歩内容の記述から質問の読み間違い
があると判断されたりした場合，具体的進歩内容に
基づき，進歩の有無を判断している。取り組みたい
事項は，①３人，④３人，⑤３人，⑥１人であった。
９月６日の副園長との協議の結果，担任１～２年目
の教諭に①②の力量がついていないので，それらの
力をつけるカンファレンスの仕方について研修し，
加えて，④についての研修も行うことにした。なお，
⑤については12 ～１月に，⑥については３月頃に
行うことも決定した。
　７ ）第２回研修内容決定後の園内での準備的取り
組みとそれへの研究者の助言内容
　第２回研修内容決定後の９月11日に，担任内の
リーダー的存在といえる教諭から，担任１年目の教
諭に事例を記録してもらっていて，これから話し合
うが，どう進めればよいかという問い合わせを受け
た。それに対して，主体的な学び・対話的な学び・
深い学びの姿やそうした姿を促す五つの力や資質・
能力の育ちを事例の中に見いだし，話してあげれば
よいと助言した。さらに，次回の話し合いでは，こ
の三つについて，執筆者が以前に同園の研修で使用
した朱書き入り事例記録を用いながら，説明しては
どうかと伝えた。
　８）第２回研修の資料作成
　第２回研修の資料として，①②の遂行事項につい
ての全教諭の力量向上のために保育者集団の協働性
を高める，遂行事項③にかかわる研修資料と，保護
者との協働を推進するための遂行事項④にかかわる
研修資料を作成し，一つの資料としてまとめた。そ
の参考資料も，次のように用意した。Ａ園には，こ
の年度の教育課程及び年間指導計画を用意していた
だいた。執筆者からは，当該年度の重点課題を見い
だして有効な取り組みを行った他保育施設の資料
と，保護者用に掲示するドキュメンテーションの例
として他保育施設が作成した資料を，研修で使用す
る許可を得た上で用意した。また，保護者に同園の
保育目標の背景にある人格形成観を説明する際の執
筆者作成資料も添付した。さらに，年度当初から①
に関する取り組みを行ってきた教諭が，担任１～２
年目の教諭に対して，その基礎となる，主体的・対
話的で深い学びやそうした学びの姿を促す五つの力
や資質・能力の三つの柱の育ちに関する理解を促す
際に，活用できる資料も用意した。
　９）第２回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年10月15日の15時頃から約110分，その間
に少し休憩を挟んで，Ａ園において，園長，副園長，
教諭８人を対象に資料を配付した上で，研修を実施
幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階における教材開発及び協働性創造を推進するための研究者の協働手順の開発
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した。なお，事務職員１人も，状況把握のために参
加した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　ここでは，配布資料及び説明の概要について述べ
る。
　まず，③と④にかかわる研修資料については，「１」
では，本日の研修で取り扱う遂行事項について，述
べている。一方では，特に，①の「ねらい設定後に，
より大きな保育効果の上がる環境構成を行うための
基本的視点について，理解し，納得していく」事項
と②の「年間指導計画の月のねらいとそのねらいを
実現できる環境構成に関して，園内情報を蓄積し整
理し，活用する」事項について，全教諭の力量向上
を図る方向性で，③の「保育者集団の協働性を高め
ていく方法について理解を深める」研修を行う。他
方では，④の「保護者との協働を推進する方法につ
いて理解を深める」研修を行う。
　「２」では，最初に，「園の保育目標及び年間指導
目標と保育方針を理解し共有する」，「年間指導目標
と月のねらいとの連関性が，理解できている」，「今
年度の園の重点課題を理解し共有する」ことが，保
育者集団の協働性を高めていく上で，必要であるこ
とを示し，それらの理解ができているかと問うたり，
その内容について説明したりしている。
　続いて必要なこととして，「教育のリーダーシッ
プを発揮する人材を育てる」ことをあげている。そ
の際，リーダーシップの分散について学べる著書で
ある，Ｉ．シラージとＥ．ハレットの著書『育み支
え合う　保育リーダーシップ─協働的な学びを生み
出すために』を引用している。そして，「教育のリー
ダーシップ」としての，研究から得られた新しい情
報を組織内に広めるという「学びをリードする」こ
とや「省察的な学びをリードする」こと11）を取り
上げている。そして，次の取り組み例を示している。
「“主体的・対話的で深い学び”，“幼児の学びのプロ
セスで働く５つの力”，“資質・能力の三つの柱の育
ち”についての若い教諭の見取る力・促す力を高め
るために，それらに関する解説をすると共に，保育
のエピソード記録を持ち寄ってもらい，カンファレ
ンスを行う。」「子どもの主体的な学び（興味・関心・
見通し）が次々と生まれやすい教材を選び，その教
材に関わる展開過程について，主体的な学び，対話
的な学び，深い学びの発生という観点から予想した
り，資質・能力の三つの柱の育ちという観点から予
想したりする。その上で，物的環境を用意したり，
援助を行ったりする。そうして，実践後，省察によ
り実践改善を行ったり，保育者集団によるカンファ
レンスを挟んで実践改善を行ったりする。若い教諭
が，このプロセスを辿れるように，支援する。」「昨
年度の同学年クラスの同月の月間指導計画や週間指
導計画を参考にしながら，自分の指導計画を作成す
る。」
　さらに必要なこととして，「保育者同士で，環境
構成や援助について，相談したりアドバイスをした
りする。」ことも示している。
　「３．保護者との協働を推進する方法について理
解を深める」では，その方法例が紹介されている。
　一つは，「保育の過程を保護者と共有する記録」
として，ドキュメンテーションへの関心が高まって
いる12）ことを紹介し，取り組み例13）も示している。
今一つは，園の保育目標と人格形成観について，保
護者に説明することを紹介している。
　「４」では，自分たちにできることについて協議
している。
　なお，主体的・対話的で深い学び，幼児の学びの
プロセスを促す五つの力，資質・能力の三つの柱の
育ち，これらの学びや資質・能力にかかわる資料を
用いて，担任１～２年目の教諭４名に解説すること
は，９月11日に，担任内のリーダー的存在の教諭
に行うよう助言していたことであった。そして，本
研修において，すでに，そのリーダー的存在の教諭
が，執筆者の助言を実行していたことを確認した。
　10 ）第２回研修実施後の園内での取り組みとそ
れへの研究者の助言内容
　研修実施後，担任内のリーダー的存在の教諭から，
カリキュラム・マネジメントを実現するための全遂
行事項についての資料を求められたので，10月16
日に，カリキュラム・マネジメントの３側面と，そ
の３側面を実現するための全遂行事項を示したファ
イルを送信した。
　11月15日に，電話で担任内のリーダー的存在の
教諭に，取り組み状況の確認を行った。全遂行事項
を担任１～２年目の教諭４名に説明し，その全員が，
全遂行事項の中に含まれている事柄として，主体的
な学び・対話的な学び・深い学びやそのプロセスを
促す五つの力や資質・能力の三つの柱の育ちを事例
の中に見いだしつつ，保育について検討している今
の状況が理解できて，前向きに取り組もうとしてい
るということである。ただし，カンファレンスを行
う時間が取れていないとのことなので，可能なら
１ヶ月位の間に，２回行ってほしいと伝えた。また，
保護者との協働に関しては，インターネットと掲示
により，コメント付き写真を掲載した園便りを保護
者にお示しする方法で準備をしているとのことで
あった。11月25日には，メールで，２回行ったカ
ンファレンスの進め方及び資料と，担任１～２年目
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　「２．より大きな保育効果の上がる環境構成を行
うための基本的視点」においては，保育所・認定こ
ども園の段階から高等学校の段階まで，共通して，
主体的な学び・対話的な学び・深い学びを続けてい
くことと，育成すべき資質・能力の三つの柱を整理
し系統づけることとが，重視されている10）ことを
解説している。その上で，保育効果を生み出す際に，
基本的に重視される視点は，次の３点であると論じ
る。「子どもの主体的な学び（興味・関心・見通し）
が次々と生まれやすい教材（遊びや絵本等）を選ぶ。」
「子どもの主体的な学び，対話的な学び，深い学び
をより促すことのできる環境構成を行う。」「そのと
きに求めている資質・能力の三つの柱の育ちがより
もたらされる環境構成を行う。」
　「３．２の基本的視点について納得していくための
取り組み例」を次のようにあげている。「㋐　子ど
もの主体的な学び（興味・関心・見通し）が次々と
生まれやすい教材を選び，その教材に関わる展開過
程について，主体的な学び，対話的な学び，深い学
びの発生という観点から予想したり，資質・能力の
三つの柱の育ちという観点から予想したりする。そ
の上で，物的環境を用意したり，保育者の援助を行っ
たりする。」「㋑　実践後の省察により実践改善を
行ったり，保育者集団によるカンファレンスを挟ん
で実践改善を行ったりする。」「㋒　㋐と㋑により，
子どもの遊びがより豊かになったり，保育者の専門
的力量が向上したりすることを実感する。」
　「４」では，Ａ園でのこれまでの取り組み成果の
概要を示している。その内容は，Ⅲの２の３）で示
したとおりである。
　６ ）担任教諭の進歩状況及び次回研修への要望を
踏まえた上での第２回研修内容の決定
　第１回研修では，本研究におけるアクション・リ
サーチで取り組む全遂行事項を理解すると共に，予
告的研修実施後の園内での取り組み成果を職員間で
共有している。また，本研究におけるアクション・
リサーチの開始は，実質的には，予告的研修ととら
えることができるので，予告的研修を実施した３月
14日以降の担任教諭の進歩に注目し，その成果は
明らかであると判断した。したがって，第１回研修
後の園内での取り組み内容の確認は行うことなく，
質問紙調査を行うことにした。
　担任教諭の進歩状況と次回研修への要望を確認す
るための質問紙調査の結果は，９月５日に受け取っ
た。担任教諭７人の内，３月14日の予告的研修後
に進歩があったという回答は，前述の遂行事項の内，
①３人，②３人，③３人，④２人，⑤０人，⑥０人
であった。なお，進歩の有無について無記入であっ
たり，具体的進歩内容の記述から質問の読み間違い
があると判断されたりした場合，具体的進歩内容に
基づき，進歩の有無を判断している。取り組みたい
事項は，①３人，④３人，⑤３人，⑥１人であった。
９月６日の副園長との協議の結果，担任１～２年目
の教諭に①②の力量がついていないので，それらの
力をつけるカンファレンスの仕方について研修し，
加えて，④についての研修も行うことにした。なお，
⑤については12 ～１月に，⑥については３月頃に
行うことも決定した。
　７ ）第２回研修内容決定後の園内での準備的取り
組みとそれへの研究者の助言内容
　第２回研修内容決定後の９月11日に，担任内の
リーダー的存在といえる教諭から，担任１年目の教
諭に事例を記録してもらっていて，これから話し合
うが，どう進めればよいかという問い合わせを受け
た。それに対して，主体的な学び・対話的な学び・
深い学びの姿やそうした姿を促す五つの力や資質・
能力の育ちを事例の中に見いだし，話してあげれば
よいと助言した。さらに，次回の話し合いでは，こ
の三つについて，執筆者が以前に同園の研修で使用
した朱書き入り事例記録を用いながら，説明しては
どうかと伝えた。
　８）第２回研修の資料作成
　第２回研修の資料として，①②の遂行事項につい
ての全教諭の力量向上のために保育者集団の協働性
を高める，遂行事項③にかかわる研修資料と，保護
者との協働を推進するための遂行事項④にかかわる
研修資料を作成し，一つの資料としてまとめた。そ
の参考資料も，次のように用意した。Ａ園には，こ
の年度の教育課程及び年間指導計画を用意していた
だいた。執筆者からは，当該年度の重点課題を見い
だして有効な取り組みを行った他保育施設の資料
と，保護者用に掲示するドキュメンテーションの例
として他保育施設が作成した資料を，研修で使用す
る許可を得た上で用意した。また，保護者に同園の
保育目標の背景にある人格形成観を説明する際の執
筆者作成資料も添付した。さらに，年度当初から①
に関する取り組みを行ってきた教諭が，担任１～２
年目の教諭に対して，その基礎となる，主体的・対
話的で深い学びやそうした学びの姿を促す五つの力
や資質・能力の三つの柱の育ちに関する理解を促す
際に，活用できる資料も用意した。
　９）第２回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年10月15日の15時頃から約110分，その間
に少し休憩を挟んで，Ａ園において，園長，副園長，
教諭８人を対象に資料を配付した上で，研修を実施
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の教諭を含めた全担任の学びないし進歩の内容が伝
えられた。それを受けて，翌11月26日には，メー
ルで，次のように助言を行った。１回のカンファレ
ンスに50分程かけていることに対しては，時間を
とることが難しい時期もあるので，時には，グルー
プ内の他のメンバーにエピソード記録を渡して，気
づいたことを朱書きしてもらって，期限までに返す
というやり方も良い。また，担任内のリーダー的存
在の教諭を中心に進めていることに対しては，一人
に負担が集中すると，無理が生じ，行き詰まるおそ
れがあるので，次に中心になれる人を育てるという
視点も持ち，一つ一つのプロジェクト（試み）の中
心人物は，できる限り他の先生の方が望ましい。無
理のない範囲で，確かな小さな進歩を大切にしてく
ださい。これを受けて，担任内のリーダー的存在の
教諭から，メールで，カンファレンスにかける時間
は参考になり，また，他の教諭中心に，カンファレ
ンス関係は進める方向になっていると伝えられた。
　12月20日には，メールにて，次のように問い合わ
せがあった。行事との関係で，担任７人分のエピソー
ド記録をそれぞれが持ち帰り，読んだ後に，可能な
範囲で，さらに見取ることのできる，五つの力や学
びの姿や資質・能力の三つの柱の育ちを追記したり，
環境構成や援助について良かった点を記述したり，
質問を書いたりした。それをとりまとめた後，どの
ようにフィードバックしたり情報共有したりしたら
よいのか。これに対して，12月23日に，次のように
メールで助言した。時間が取れないときは，無理な
くできる範囲で終わらせることが大切である。エピ
ソード記録に追記がなされた物は，元の記録者にす
べて渡し，今後に活かすとか，回答を強く求めてい
る質問者にのみに回答をするとかの対応をされては
どうか。この助言に対して，同日に，この助言内容
を翌日24日に職員会議で話してみたい，また，回答
を求めている先生にのみ，それぞれの先生から回答
する形を取ってみたいという返信があった。
　11 ）担任教諭の進歩状況及び次回研修への要望
を踏まえた上での第３回研修内容の決定
　担任教諭の進歩状況と次回研修への要望を確認す
るための質問紙調査の結果は，12月13日に受け取っ
た。担任教諭７人の内，10月15日の研修後に進歩
があったという回答は，前述の遂行事項の内，①３
人，②５人，③７人，④７人，⑤０人，⑥０人であっ
た。なお，進歩の有無について無記入であったり，
具体的進歩内容の記述から質問の読み間違いがある
と判断されたりした場合，具体的進歩内容に基づき，
進歩の有無を判断している。
　この度の調査結果には，Ａ園の職員内に，協働性
が高まっていることを示す次のような具体的記述を
見いだすことができる。「カンファレンス（エピソー
ド記録等）をする時間を定期的に取り，色々な先生
と話す中で見方や考え方が少しずつ広がってきてい
ます。また，保育の悩みを職員間で話し合うことで
話しやすい環境ができ，そして悩みが解決したと
いった進歩がありました。」「カンファレンスだけで
なく，それぞれのクラスの悩み相談等何気ない会話
を通して共に保育をつくり上げていこうとする技
術，専門性，意欲が高まっているように感じる。」
　取り組みたい事項は，①１人，②１人，③２人，
⑤３人，⑥１人であった。12月17日の副園長との
協議の結果，①について，基本的視点について再解
説し，③について，カンファレンスの継続の必要性
と追究の視点について説明すると共に，分散的リー
ダーシップについて説明し，⑤について，その例と
現時点で行えそうなことについて説明することに決
定した。
　12）第３回研修の資料作成
　第３回研修資料には，①にかかわり，より大きな
保育効果の上がる環境構成とは，どのような条件を
有するのか，そして，どのように追求すればよいの
かを示している。③にかかわり，リーダーシップの
種類とミドルリーダーの役割例及びトップリーダー
等の役割例を示している。なお，ここでいうミドル
リーダーとは，「クラス担任をしている・いないに
かかわらず，常に保育現場へ関わりながら，『学び
合う保育チーム』を支える役割の方」14）を指し，トッ
プリーダー等とは，トップリーダーの園長とトップ
リーダーに準ずる副園長や主任を指している。その
際，Ｉ．シラージとＥ．ハレット著『育み支え合う
　保育リーダーシップ─協働的な学びを生み出すた
めに』（明石書店，2017年）と，保育と仲間づくり
研究会ミドルリーダープロジェクトチーム著「保育
者の学び合いを支えるミドルリーダー！」（『月刊　
保育とカリキュラム』第68巻第12号，2019年，
60-64頁）を引用している。そして，⑤にかかわり，
地域の物的資源の活用や地域の人たちとの協働につ
いて二つの方向性を示した上で，Ａ園で取り組む際
の参考になる例を示している。その際，田中亨胤と
佐藤哲也編著『教育課程・保育計画総論』（ミネルヴァ
書房，2007年）と三輪律江と尾木まり編著『まち
保育のススメ─おさんぽ・多世代交流・地域交流・
防災・まちづくり─』（萌文社，2017年）を引用し
ている。
　13）第３回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年12月26日の10時30分頃から約50分，Ａ
幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階における教材開発及び協働性創造を推進するための研究者の協働手順の開発
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園において，園長，副園長，教諭８人を対象に資料
を配付した上で，研修を実施した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　ここでは，配布資料及び説明の概要について述べ
る。なお，資料内における各項目の番号あるいは項
目名の字体は，本稿では明朝体で示しているが，元
はゴシック体である。
　「１．本日の研修で取り扱う遂行事項」では，①
に関する事項と，③内のリーダーシップの種類とミ
ドルリーダーの役割例及びトップリーダー等の役割
例に関する事項と，⑤に関する事項を取り扱うこと
を示している。
　「２」では，月案のねらい設定後に，より大きな
保育効果の上がる環境構成を行うための基本的視点
として，「○　月案のねらいを考慮している，○　
主体的・対話的で深い学びが次々と生まれてくる，
○　その時期に期待される資質・能力の三つの柱の
育ちが進んでいく」という視点を示している。その
上で，「子どもたちが，今，興味を持つ教材（物）
やわくわくする教材（事）は何かについて，予測す
る」，「教材（物や事）に出会った子どもたちが，ど
のような見通しを持つかについて，予測する」，そ
れらを踏まえつつ，カンファレンスを挟みながら，
「子どもたちの主体的・対話的で深い学びが続いて
生まれてくる（五つの力を誘発し支える）環境構成
を追求する」ことを推奨している。
　「３．保育者集団の協働性を高めていく方法」では，
まず，Ｉ．シラージとＥ．ハレットの前述著書15）
を引用しつつ，４種類のリーダーシップ，すなわち，
「方向づけのリーダーシップ」，「協働的なリーダー
シップ」，「エンパワメントするリーダーシップ」，「教
育のリーダーシップ」について解説している。その
上で，保育と仲間づくり研究会ミドルリーダープロ
ジェクトチームの前述記事を引用しつつ，ミドル
リーダーの役割例として，「人と人をつなぎ，信頼
関係を築く」16），「同僚の成長を支える」17），「学び
合う保育者チームとして，園の保育の質を向上させ
る」18）ことについて説明し，さらに， 園内で新たに
立ち上げられた，内容が明確で実施可能なプロジェ
クトのリーダーになる例も示している。また，保育
と仲間づくり研究会ミドルリーダープロジェクト
チームの前述記事19）を引用しつつ，トップリーダー
等がどのようにミドルリーダーを支えればよいのか
について例示している。
　「４．地域の物的資源の活用や地域の人たちとの
協働を推進する方法について」では，まず，田中亨
胤と佐藤哲也編著の前述著書を引用し20），二つの方
向性，すなわち，「園生活に地域の資源を積極的に
取り入れていこうとする」方向性と「地域に出かけ
て，地域の環境や生活との接点を求めて保育を進め
ていこうとする」方向性を示した上で，教育資源カ
テゴリー及び教育資源例と教育資源マップについて
解説している。続いて，三輪律江と尾木まり編著の
前述著書を引用しつつ21），「まち保育」の定義，す
なわち，「まちにあるさまざまな資源を保育に活用
し，まちでの出会いをどんどんつないで関係性を広
げていくこと，そして，子どもを囲い込まず，場や
機会を開き，身近な地域社会と一緒になって，まち
で子どもが育っていく土壌づくりをすること」を紹
介した上で，「まち保育」の四つのステージ，「まち
保育式おさんぽ」の内容や実施方法について解説し
ている。
　「５．自分たちにできることについての協議」では，
実施できそうな事柄についての協議を推奨すると共
に，その際に，リーダーシップの分散と無理をしな
いことを大切にするように伝えた。そして，諸質問
に答えた。
　14 ）第３回研修実施後の園内での取り組みとそ
れへの研究者の助言内容
　第３回研修後に，園内での取り組みが伝えられて，
それに対して執筆者が不明な点について質問したり
助言したりする回数が増加する。その理由は，７人
の担任が役割分担を行い，エピソード記録をとって
のカンファレンスについてやり方を改善しながら継
続すること，写真を加えながら作成した園だより等
により保護者と協働することに加えて，園内の指導
計画及びエピソード記録を活用しやすく整理するこ
と，地域教材を開発することという新たな取り組み
も始まったからである。
　３月30日に第４回研修を行うまでに，園内での
取り組み内容について執筆者が確認したのは，１月
21日，１月31日，２月18日，２月20日，２月27日，
２月28日，３月３日，３月４日，３月19日，３月
24日に送信されたメールと，１月22日，２月13日，
２月26日の電話でである。これらに対して，執筆
者は，不明な点を質問したり助言したりすることを
繰り返した。その際，特に大切にしたのは，順調な
進歩が見られることを認めたり，次の小さな一歩を
提案したり，自分で説明できることを重視したり，
８割を超える努力はしないようにお伝えしたりする
ことである。
　15 ）担任教諭の進歩状況及び次回研修への要望
を踏まえた上での第４回研修内容の決定
　担任教諭の進歩状況と次回研修への要望を確認す
るための質問紙調査の結果は，2020年２月21日に
受け取った。担任教諭７人の内，12月26日の研修
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の教諭を含めた全担任の学びないし進歩の内容が伝
えられた。それを受けて，翌11月26日には，メー
ルで，次のように助言を行った。１回のカンファレ
ンスに50分程かけていることに対しては，時間を
とることが難しい時期もあるので，時には，グルー
プ内の他のメンバーにエピソード記録を渡して，気
づいたことを朱書きしてもらって，期限までに返す
というやり方も良い。また，担任内のリーダー的存
在の教諭を中心に進めていることに対しては，一人
に負担が集中すると，無理が生じ，行き詰まるおそ
れがあるので，次に中心になれる人を育てるという
視点も持ち，一つ一つのプロジェクト（試み）の中
心人物は，できる限り他の先生の方が望ましい。無
理のない範囲で，確かな小さな進歩を大切にしてく
ださい。これを受けて，担任内のリーダー的存在の
教諭から，メールで，カンファレンスにかける時間
は参考になり，また，他の教諭中心に，カンファレ
ンス関係は進める方向になっていると伝えられた。
　12月20日には，メールにて，次のように問い合わ
せがあった。行事との関係で，担任７人分のエピソー
ド記録をそれぞれが持ち帰り，読んだ後に，可能な
範囲で，さらに見取ることのできる，五つの力や学
びの姿や資質・能力の三つの柱の育ちを追記したり，
環境構成や援助について良かった点を記述したり，
質問を書いたりした。それをとりまとめた後，どの
ようにフィードバックしたり情報共有したりしたら
よいのか。これに対して，12月23日に，次のように
メールで助言した。時間が取れないときは，無理な
くできる範囲で終わらせることが大切である。エピ
ソード記録に追記がなされた物は，元の記録者にす
べて渡し，今後に活かすとか，回答を強く求めてい
る質問者にのみに回答をするとかの対応をされては
どうか。この助言に対して，同日に，この助言内容
を翌日24日に職員会議で話してみたい，また，回答
を求めている先生にのみ，それぞれの先生から回答
する形を取ってみたいという返信があった。
　11 ）担任教諭の進歩状況及び次回研修への要望
を踏まえた上での第３回研修内容の決定
　担任教諭の進歩状況と次回研修への要望を確認す
るための質問紙調査の結果は，12月13日に受け取っ
た。担任教諭７人の内，10月15日の研修後に進歩
があったという回答は，前述の遂行事項の内，①３
人，②５人，③７人，④７人，⑤０人，⑥０人であっ
た。なお，進歩の有無について無記入であったり，
具体的進歩内容の記述から質問の読み間違いがある
と判断されたりした場合，具体的進歩内容に基づき，
進歩の有無を判断している。
　この度の調査結果には，Ａ園の職員内に，協働性
が高まっていることを示す次のような具体的記述を
見いだすことができる。「カンファレンス（エピソー
ド記録等）をする時間を定期的に取り，色々な先生
と話す中で見方や考え方が少しずつ広がってきてい
ます。また，保育の悩みを職員間で話し合うことで
話しやすい環境ができ，そして悩みが解決したと
いった進歩がありました。」「カンファレンスだけで
なく，それぞれのクラスの悩み相談等何気ない会話
を通して共に保育をつくり上げていこうとする技
術，専門性，意欲が高まっているように感じる。」
　取り組みたい事項は，①１人，②１人，③２人，
⑤３人，⑥１人であった。12月17日の副園長との
協議の結果，①について，基本的視点について再解
説し，③について，カンファレンスの継続の必要性
と追究の視点について説明すると共に，分散的リー
ダーシップについて説明し，⑤について，その例と
現時点で行えそうなことについて説明することに決
定した。
　12）第３回研修の資料作成
　第３回研修資料には，①にかかわり，より大きな
保育効果の上がる環境構成とは，どのような条件を
有するのか，そして，どのように追求すればよいの
かを示している。③にかかわり，リーダーシップの
種類とミドルリーダーの役割例及びトップリーダー
等の役割例を示している。なお，ここでいうミドル
リーダーとは，「クラス担任をしている・いないに
かかわらず，常に保育現場へ関わりながら，『学び
合う保育チーム』を支える役割の方」14）を指し，トッ
プリーダー等とは，トップリーダーの園長とトップ
リーダーに準ずる副園長や主任を指している。その
際，Ｉ．シラージとＥ．ハレット著『育み支え合う
　保育リーダーシップ─協働的な学びを生み出すた
めに』（明石書店，2017年）と，保育と仲間づくり
研究会ミドルリーダープロジェクトチーム著「保育
者の学び合いを支えるミドルリーダー！」（『月刊　
保育とカリキュラム』第68巻第12号，2019年，
60-64頁）を引用している。そして，⑤にかかわり，
地域の物的資源の活用や地域の人たちとの協働につ
いて二つの方向性を示した上で，Ａ園で取り組む際
の参考になる例を示している。その際，田中亨胤と
佐藤哲也編著『教育課程・保育計画総論』（ミネルヴァ
書房，2007年）と三輪律江と尾木まり編著『まち
保育のススメ─おさんぽ・多世代交流・地域交流・
防災・まちづくり─』（萌文社，2017年）を引用し
ている。
　13）第３回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2019年12月26日の10時30分頃から約50分，Ａ
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後に進歩があったという回答は，前述の遂行事項の
内，①７人，②６人，③７人，④６人，⑤６人，⑥
２人であった。なお，進歩の有無について無記入で
あった場合，具体的進歩内容に基づき，進歩の有無
を判断している。
　この度の調査結果には，Ａ園の教諭内に，主体性
と協働性が高まっていることを示す次のような具体
的記述を見いだすことができる。「それぞれの役割
（エピソード記録，保護者との協働，地域との協働）
を各々が遂行して行く中で，主体的また，協働的に
取り組めている」。「それぞれが役割を持って取り組
み始めたことで，責任を持ち，全体で協力し合って
進めていこうとする雰囲気作りが出来始めている。」
「保育の悩みやエピソード記録についてのカンファ
レンスを通して，職員間での会話が増えました。ま
た，初めて担任を持つ先生からも意見や意思を伝え
てくれるようになってきたことに進歩を感じまし
た。」これらから，Ａ園教諭内に主体性と協働性が
高まってきていると判断した。さらに，どのような
環境構成論関係著書，あるいは，組織マネジメント
論関係著書を選択し学べばよいのかについて，実施
はできていないが，理解はできている職員が出てき
ていることを示す次のような具体的記述を見いだす
ことができる。「行動や取り組みはまだですが，自
分自身の理解は今までよりは進んでいます。」「取り
組みはまだできていないが，少しだけ理解はできて
いると思います。」この点の進歩については，カリ
キュラム･マネジメントを実現するための全遂行事
項を理解し，園内でできていないこと，すなわち，
園内の課題を把握でき，その課題を解決できる著書
を選択し学習する力の進歩であり，園の教諭の持つ
情報の限界を超えて新たな取り組みや工夫を創り出
す力が芽生え始めており，いよいよこの⑥の遂行事
項に関する研修に取り組むことのできる段階に至っ
たと判断した。
　担任教諭の取り組みたい事項は，①４人，②１人，
⑤２人であった。３月４日の副園長との協議の結果，
①と⑤については，⑥の実現を促す形，すなわち，
関係著書を選択し紹介し学ぶことを促し，②につい
ては，３月ということもあり，年間指導計画を再作
成する際の情報の整理及び活用の仕方を示すことに
決定した。さらに，３月27日には，この度の研修
により，Ａ園の自らの限界を主体的協働的に超えて
いく力が高まると予想して，学習する組織としての
Ａ園の将来像を示すことを加えることを副園長に提
案し，了承を得た。
　16）第４回研修の資料作成
　第４回研修資料には，次の内容を取り入れている。
まず，Ａ園の進歩の状況とこれから必要な取り組み
を説明する。その上で，①と⑤については，その理
解と遂行能力を高めるために収集し学習する著書の
例を示す。①にかかわり，大豆生田啓友編著『「子
ども主体の協同的な学び」が生まれる保育』（学研
教育みらい，2014年）と，高山静子『環境構成の
理論と実践　保育の専門性に基づいて』（エイデル
研究所，2014年）を紹介する。⑤にかかわり，三
輪律江と尾木まり編著『まち保育のススメ─おさん
ぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり─』（萌
文社，2017年）を紹介する。また，②については，
年間指導計画の再作成の手順を具体的に示す。そし
て，最後に，Ａ園の職員が，今後の取り組みにおい
て，子どもたちと同様に，主体的対話的で深い学び
を連続的に進めていくことを理想とし，目指す組織
として，Ｐ．Ｍ．センゲの示す「学習する組織」に
ついて，Ｐ．Ｍ．センゲ著で枝廣淳子と小田理一郎
と中小路佳代子訳の『学習する組織　システム思考
で未来を創造する』（英治出版，2011年）により紹
介する。
　17）第４回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2020年３月30日の13時40分頃から約70分，Ａ
園において，園長，副園長，教諭９人を対象に資料
を配付した上で，研修を実施した。なお，併設して
いる保育所相当部分の保育者１人も，状況把握のた
めに参加した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　ここでは，配布資料及び説明の概要について述べ
る。なお，資料内における各項目の番号あるいは項
目名の字体は，本稿では明朝体で示しているが，元
はゴシック体である。
　「１」では，本日の研修で取り扱う遂行事項が①
②⑤⑥であることを示している。
　「２．環境構成論関係著書ないし組織マネジメン
ト論関係著書の収集・活用の仕方に関する提案」で
は，まず，Ａ園の現状に関する執筆者の認識を次の
ように述べている。これまでの執筆者による研修・
助言を通して，カリキュラム・マネジメントを実現
するための基本的事項は，一通り学び終えられてい
ると考える。「いよいよ，自律的にカリキュラム・
マネジメントを推進して，園の保育全体の質を向上
させていける段階に入ったといえる。今では，保育
カンファレンス関係チーム，保育実践情報の蓄積・
整理関係チーム，保護者との協働関係チーム，地域
教材の開発関係チームが，それぞれ進捗状況をお知
らせくださり執筆者が助言させていただく形ができ
ている。そのそれぞれのチームで学びたいことが生
幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階における教材開発及び協働性創造を推進するための研究者の協働手順の開発
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じたときこそ，環境構成論関係著書ないし組織マネ
ジメント論関係著書を求め収集し活用する時である
といえる。」
　そうした現状認識を示した上で，①にかかわり参
考にして学習する著書を次のように紹介している。
「より大きな保育効果の上がる環境構成とは，○　
月案のねらいを考慮している，○　主体的・対話的
で深い学びが次々に生まれてくる，○　その時期に
期待される資質・能力の三つの柱の育ちが進んでい
く，環境構成である。」したがって，まず，「子ども
の主体的な姿に関する見通しを踏まえつつ，子ども
たちが，今，興味を持つ教材（物）やわくわくする
教材（事）は何かについて，予測する」，次に，「子
どもの主体的な姿に関する見通しを踏まえつつ，教
材（物や事）に出会った子どもたちが，どのような
見通しを持つかについて，予測する」，さらに，こ
れらのことを踏まえつつ，「子どもたちの主体的・
対話的で深い学びが次々に生まれてくる環境構成
（五つの力を誘発し支えること）を追求する」こと
が重要となる。そこで，可能性のあるさまざまな子
どもの活動や保育の展開を予想して，保育実践を創
造する例を学べる著書として，大豆生田啓友編著
『「子ども主体の協同的な学び」が生まれる保育』（学
研教育みらい，2014年）を紹介している。また，
適切な環境構成を行うために，理解しておく必要の
ある詳細な理論と実践例が示されており，自分の環
境構成について，理論的に見直したり，自分の理解
不十分な点を学び直したりする上で，役立つ著書と
して，高山静子『環境構成の理論と実践　保育の専
門性に基づいて』（エイデル研究所，2014年）を紹
介している。
　また，⑤にかかわり，参考にして学習する著書を
次のように紹介している。「地域の物的資源を活用
したり，地域の人たちと協働したりする上で，教育
資源マップを作って保育に活かすことが有効であ
る。」したがって，まず，「地域の教育資源を調査し
整理する」，次に，「教育資源マップを作る。例えば，
簡略地図を作り，その中で教育資源のある位置に番
号等を記入した上で，そこで出会える人・動植物や
体験できることを別途示す」，さらに，「さんぽのルー
トと活動内容を考える」手順が有効である。そこで，
地図の入手方法やマップの作成方法やさんぽのルー
トづくり例を学べる著書として，三輪律江と尾木ま
り編著の『まち保育のススメ─おさんぽ・多世代交
流・地域交流・防災・まちづくり─』（萌文社，
2017年）を紹介している。
　「３．蓄積・整理した保育実践情報を活かした年
間指導計画再作成手順の案」では，３学期に，年間
指導計画及び教育課程を評価し改善し再作成・編成
する際に，作業しやすくするための，関係情報の整
理の仕方と，年間指導計画及び教育課程を評価し改
善し再作成・編成する手順及び担当者について，次
の案を示している。「週案及び月案（実践前の作成
ファイルと実践後に反省・気づきを書き込んだもの）
に関しては，各学年の月ごとにまとめて整理し，園
内で共有する。」そして，「エピソード記録に関して
は，各学年の月ごとにまとめて整理し，園内で共有
する。」その上で，第１に，「各学年の担任は，今年
度の年間指導計画の各月のねらいについて，同月の
週のねらい全体及びその達成状況に基づいて，検討・
修正を加える。」第２に，「各学年の担任は，……成
立した年間指導計画の月のねらいについて，同種の
発達のねらいが無理なくつながっていくように，検
討・修正を加える。」第３に，「各学年の担任は，今
年度の週のねらい全体及びその達成状況とエピソー
ド記録に基づいて，（Ａ園の所持する…執筆者注）
子どもの主体的な姿に関する見通し表に，可能な範
囲で，検討・修正を加える。」第４に，「学年ごとに，
今年度と来年度の担任により，……成立した，子ど
もの主体的な姿に関する見通し表を踏まえて，……
成立した年間指導計画の月のねらい欄に，実践可能
な範囲で，新たなねらいを追記する。」第５に，「学
年ごとに，今年度と来年度の担任により，……成立
した年間指導計画において，月のねらい全体の流れ
に整合するように，年間指導目標に検討・修正を加
える。さらに，その修正に整合するように，教育課
程の年間指導目標及び保育目標に検討・修正を加え
る。」
　「４．園の将来像に関するイメージ」では，組織
として目指す基本的方向性として，「先生方が，主
体的・対話的で深い学びを進めていく園を創ってい
く」方向性を示し，その際に参考になる組織像とし
て，Ｐ．Ｍ．センゲによる「学習する組織」を取り
上げ，次のように説明している。
　学習する組織とは，「人々が絶えず，心から望ん
でいる結果を生み出す能力を拡大させる組織」22）
であり，「未来を創り出す能力を持続的に伸ばして
いる組織」23）である。学習する組織を実現するた
めには，ディシプリン，すなわち，「実践するため
に勉強し，習得しなければならない理論と手法の体
系」24）が五つある。「システム思考」，「自己マスタ
リー」，「メンタルモデル」，「共有ビジョン」，「チー
ム学習」がそれである25）。
　システム思考は，「全体を見るためのディシプリ
ン」であり，「相互関係を見るため，そして……変
化のパターンを見るための枠組み」である26）。した
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後に進歩があったという回答は，前述の遂行事項の
内，①７人，②６人，③７人，④６人，⑤６人，⑥
２人であった。なお，進歩の有無について無記入で
あった場合，具体的進歩内容に基づき，進歩の有無
を判断している。
　この度の調査結果には，Ａ園の教諭内に，主体性
と協働性が高まっていることを示す次のような具体
的記述を見いだすことができる。「それぞれの役割
（エピソード記録，保護者との協働，地域との協働）
を各々が遂行して行く中で，主体的また，協働的に
取り組めている」。「それぞれが役割を持って取り組
み始めたことで，責任を持ち，全体で協力し合って
進めていこうとする雰囲気作りが出来始めている。」
「保育の悩みやエピソード記録についてのカンファ
レンスを通して，職員間での会話が増えました。ま
た，初めて担任を持つ先生からも意見や意思を伝え
てくれるようになってきたことに進歩を感じまし
た。」これらから，Ａ園教諭内に主体性と協働性が
高まってきていると判断した。さらに，どのような
環境構成論関係著書，あるいは，組織マネジメント
論関係著書を選択し学べばよいのかについて，実施
はできていないが，理解はできている職員が出てき
ていることを示す次のような具体的記述を見いだす
ことができる。「行動や取り組みはまだですが，自
分自身の理解は今までよりは進んでいます。」「取り
組みはまだできていないが，少しだけ理解はできて
いると思います。」この点の進歩については，カリ
キュラム･マネジメントを実現するための全遂行事
項を理解し，園内でできていないこと，すなわち，
園内の課題を把握でき，その課題を解決できる著書
を選択し学習する力の進歩であり，園の教諭の持つ
情報の限界を超えて新たな取り組みや工夫を創り出
す力が芽生え始めており，いよいよこの⑥の遂行事
項に関する研修に取り組むことのできる段階に至っ
たと判断した。
　担任教諭の取り組みたい事項は，①４人，②１人，
⑤２人であった。３月４日の副園長との協議の結果，
①と⑤については，⑥の実現を促す形，すなわち，
関係著書を選択し紹介し学ぶことを促し，②につい
ては，３月ということもあり，年間指導計画を再作
成する際の情報の整理及び活用の仕方を示すことに
決定した。さらに，３月27日には，この度の研修
により，Ａ園の自らの限界を主体的協働的に超えて
いく力が高まると予想して，学習する組織としての
Ａ園の将来像を示すことを加えることを副園長に提
案し，了承を得た。
　16）第４回研修の資料作成
　第４回研修資料には，次の内容を取り入れている。
まず，Ａ園の進歩の状況とこれから必要な取り組み
を説明する。その上で，①と⑤については，その理
解と遂行能力を高めるために収集し学習する著書の
例を示す。①にかかわり，大豆生田啓友編著『「子
ども主体の協同的な学び」が生まれる保育』（学研
教育みらい，2014年）と，高山静子『環境構成の
理論と実践　保育の専門性に基づいて』（エイデル
研究所，2014年）を紹介する。⑤にかかわり，三
輪律江と尾木まり編著『まち保育のススメ─おさん
ぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり─』（萌
文社，2017年）を紹介する。また，②については，
年間指導計画の再作成の手順を具体的に示す。そし
て，最後に，Ａ園の職員が，今後の取り組みにおい
て，子どもたちと同様に，主体的対話的で深い学び
を連続的に進めていくことを理想とし，目指す組織
として，Ｐ．Ｍ．センゲの示す「学習する組織」に
ついて，Ｐ．Ｍ．センゲ著で枝廣淳子と小田理一郎
と中小路佳代子訳の『学習する組織　システム思考
で未来を創造する』（英治出版，2011年）により紹
介する。
　17）第４回研修の実施
　（１）研修の日時及び場所と対象
　2020年３月30日の13時40分頃から約70分，Ａ
園において，園長，副園長，教諭９人を対象に資料
を配付した上で，研修を実施した。なお，併設して
いる保育所相当部分の保育者１人も，状況把握のた
めに参加した。
　（２）配付資料及び説明の概要
　ここでは，配布資料及び説明の概要について述べ
る。なお，資料内における各項目の番号あるいは項
目名の字体は，本稿では明朝体で示しているが，元
はゴシック体である。
　「１」では，本日の研修で取り扱う遂行事項が①
②⑤⑥であることを示している。
　「２．環境構成論関係著書ないし組織マネジメン
ト論関係著書の収集・活用の仕方に関する提案」で
は，まず，Ａ園の現状に関する執筆者の認識を次の
ように述べている。これまでの執筆者による研修・
助言を通して，カリキュラム・マネジメントを実現
するための基本的事項は，一通り学び終えられてい
ると考える。「いよいよ，自律的にカリキュラム・
マネジメントを推進して，園の保育全体の質を向上
させていける段階に入ったといえる。今では，保育
カンファレンス関係チーム，保育実践情報の蓄積・
整理関係チーム，保護者との協働関係チーム，地域
教材の開発関係チームが，それぞれ進捗状況をお知
らせくださり執筆者が助言させていただく形ができ
ている。そのそれぞれのチームで学びたいことが生
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がって，「小さな，的を絞った行動を正しい場所で
行えば，持続的で大きな改善を生み出すこともあり
得ることを示している」27）。
　自己マスタリーとは，「人が心からめざしたいも
の，すなわちビジョンに絶えず焦点を当てたり，新
たに焦点を当て直したりするプロセス（原文は強調
文字…執筆者注）」28）であり，「継続的に私たちの
個人のビジョンを明確にし，それを深めること」29）
である。
　メンタル・モデルとは，「世の中とはこういうも
のだという心に染みついたイメージ，つまり慣れ親
しんだ考え方や行動に私たちを縛りつけるイメー
ジ」30）であり，「世界とはこういうものだという頭
の中のイメージを浮かび上がらせ，検証し，改善す
る」という「メンタル・モデルを管理するディシプ
リン」31）が重要になる。
　共有ビジョンとは，「自分自身の個人ビジョンが
反映されている」「多くの人が心から打ち込めるビ
ジョン」32）である。「あるビジョンが真に共有され
ている状態とは，相手と自分が同じようなイメージ
を抱き，単にそれぞれが個人的にそのビジョンを誓
約するだけでなく，そのビジョンをもつお互いに対
して誓約することである。真にビジョンが共有され
ているとき，人々はつながり，共通の志によって団
結している。33）」
　チーム学習は，「共有ビジョンを築くディシプリ
ンの上に成り立つ」34）。「チーム学習のディシプリ
ンでは，チーム対話の二つの異なる方法，ダイアロ
グとディスカッションを習得する必要がある。ダイ
アログでは，複雑で微妙な問題を自由かつ創造的に
探求し，互いの話にじっくり『耳を傾け』自分の考
えを保留する。対照的に，ディスカッションでは，
さまざまな考えを発言したり，弁護したりして，そ
のときにくださなければならない決定の裏づけとな
る最善の考えを追求する。ダイアログとディスカッ
ションは，潜在的には補完し合う関係にある」35）。
「チームが得た洞察は行動に移される。チームで開
発されたスキルは，ほかの個人に，ほかのチームに
展開することが可能だ……。チームが成果を上げる
ことで，より大きな組織のために協力して学ぶため
の方向づけと基準が確立される。36）」
　「５．自分たちにできることについての協議」では，
自分たちにできることに関する園内職員の質問に対
応した。
　18 ）第４回研修実施後の園内での取り組みとそ
れへの研究者の助言内容
　執筆者は，当初，園内での取り組み成果は十分上
がると確信していた。なぜなら，Ａ園の職員は，同
園の課題を認識しており，課題解決のための参考著
書を紹介し，どういう点で参考になるかも示してお
り，購入するということも確認していたので，主体
的協働的に取り組みを継続している同園であれば，
十分に成果が上がると予想したからである。した
がって，取り組み確認を行うことなく，質問紙調査
を実施して，５月22日に結果を受け取った。しかし，
結果は予想外であった。具体的には，教育資源マッ
プについての著書を参考にしていると考えられる教
諭が，⑥について理解が深まったかという問いに対
して，「はい」に○印がついていなかったのである。
このことから，質問が理解できていないと判断し，
質問文章をより誤解されないように修正し，再調査
を依頼した。そして，６月１日に，教育資源マップ
の作成担当者にどのような状況なのか確認する電話
を行った。その結果，執筆者の紹介した著書は，注
文しているがまだ届いていないことが判明した。第
４回研修後，新型コロナウイルスの感染が拡大し，
緊急事態宣言等もあり，取り組みが中断していたの
である。これを受けて，執筆者が紹介した３冊すべ
てを入手した後に，さらに２週間くらい経過した段
階で，アンケート調査を実施していただくように依
頼した。
　19 ）担任教諭の進歩状況と園長等による今後の
見通しに基づく研修の終了
　担任教諭の進歩状況と要望を確認するための質問
紙調査結果は，７月13日に受け取った。新年度に入っ
て，担任教諭は代わっているが，質問紙調査への回
答は，研修を受けた昨年度の担任教諭が行っている。
この日に受け取ったのは，昨年度の担任教諭の内の
６人の回答であった。１人については，７月初旬か
ら出勤が困難な状況になっていたので，８月初旬ま
でに回答依頼が可能になったら，回答していただき，
回答依頼が困難な状況であったら，その旨を知らせ
てくださるように依頼した。その結果，回答困難な
状況は変わらず，この度は，６人の回答を分析対象
とした。その６人の内，進歩があったと回答したの
は，前述の遂行事項の内，①５人，②５人，③６人，
④５人，⑤６人，⑥６人であった。なお，具体的進
歩内容の記述から質問の読み間違いがあると判断し
た場合，具体的進歩内容に基づき，進歩の有無を判
断している。そして，取り組みたい事項は，①３人，
④２人，⑤１人であった。
　この結果を踏まえて，８月18日に，副園長に次
のような確認と質問を行った。予告的研修から第４
回までの研修により，①から⑥までの遂行事項すべ
てにおいて，担任教諭内に進歩が確認できている。
今後も，必要に応じて，①から⑥までの遂行事項に
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関する進歩状況と次回研修への要望を担任教諭に確
認した上で，執筆者のような幼稚園カリキュラム・
マネジメント研究者との協議により，必要な研修内
容を決定し実施することを約束する。そのことに
よって，副園長は，カリキュラム・マネジメントの
第１の側面と第２の側面に加えて，第３の側面も実
現できる見通しを得ることができたか。この質問に
対する回答は，見通しを得ることができたというも
のであったので，この回答を受けて，アクション・
リサーチとして実施する研修は，終了することにし
た。
Ⅳ ．幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階
における教材開発及び協働性創造を推進するため
の研究者の協働手順の定式化とその限定性につい
ての考察
　幼稚園において，カリキュラム･マネジメントの
第３の側面を実現するためには，カリキュラム・マ
ネジメントを実現できる教育課程及び年間指導計画
の編成・作成を行い，さらに，それらを実施し評価
し改善し再編成・作成することができるようになっ
た上で，園の保育者と幼稚園カリキュラム・マネジ
メントの研究者である執筆者との協働により，Ⅱに
おいて示した次の①～⑥の事項を遂行する必要があ
ると考えられる。
　① 　ねらい設定後に，より大きな保育効果の上が
る環境構成を行うための基本的視点について，
理解し，納得していく。
　② 　年間指導計画の月のねらいとそのねらいを実
現できる環境構成に関して，園内情報を蓄積し
整理し，活用する。
　③ 　保育者集団の協働性を高めていく方法につい
て理解を深める。
　④ 　保護者との協働を推進する方法について，理
解を深める。
　⑤ 　地域の物的資源の活用や地域の人たちとの協
働を推進する方法について，理解を深める。
　⑥ 　園全体として，環境構成論関係著書，あるい
は，組織マネジメント論関係著書から学びたい
内容が生じた場合，関係図書を参考にしながら
準備や実践を行うことを通して，その内容につ
いての理解を深める。
　この六つの事項を遂行するための研究者の協働手
順は，次のように定式化できるといえる。
　第１回研修では，①～⑥の遂行事項について説明
した上で，まずは，①に関する研修を実施する。な
ぜなら，保育効果について判断する際の基本的視点
を明確に理解しておかなければ，より良い教材につ
いて判断することはできないからである。また，こ
の点についての共通理解は，教諭集団の協働性の質
を高める上で，重要であると考えられるからである。
加えて，①の理解を深めるためには，教諭集団での
カンファレンスが有効なので，③の内のその部分に
関する研修も加える。
　第１回研修後の園内の取り組みに対しては，執筆
者は，その成果についての確認と助言を担任教諭に
行う。なお，取り組み成果が必ず生じると確信して
いる場合，この手順は省略する。その上で，六つの
遂行事項の進歩状況と次回研修への要望を担任教諭
に確認した上で，園長等との協議により，第２回研
修の内容を決定する。
　第２回研修以降で内容を決定する際に重要になる
のは，まずは，担任教諭の進歩状況を踏まえながら，
①の研修を積み重ねることである。その理由は，一
つには，①の進歩がなければ，園の保育全体の質が
向上することは困難であり，すべての遂行事項の基
礎と考えられるからである。今一つには，所属教諭
の中には，担任１～２年目の教諭も存在することが
予想され，そうした教諭には，①の研修の積み重ね
がとりわけ重要になると考えられるからである。次
に，第２回研修以降で内容を決定する際に重要にな
るのは，各教諭の進歩状況から考えてより取り組み
やすいと考えられること，後の発展の基礎になると
考えられること，園長等の考えと整合することを選
び，加えて，⑥は最も高度な事項と考えられるので
最後に取り上げるということである。
　第２回研修以降の研修実施後も，園内の取り組み
に対しては，執筆者は，その成果についての確認と
助言を担任教諭に行う。なお，取り組み成果が必ず
生じると確信している場合，この手順は省略する。
その上で，六つの遂行事項の進歩状況と次回研修へ
の要望を担任教諭に確認した上で，園長等との協議
により，次回研修の内容を決定する。
　最後に取り上げる遂行事項⑥に関する研修を実施
し，その後の園内の取り組みに対しては，執筆者は，
その成果についての確認とそれへの助言を所属教諭
に行う。なお，取り組み成果が必ず生じると確信し
ている場合，この手順は省略する。その上で，六つ
の遂行事項の進歩状況と次回研修への要望を担任教
諭に確認する。そして，全遂行事項において担任教
諭内に進歩が確認される状況に至らなかった場合，
必要と考えられる研修を追加する。
　①から⑥までの遂行事項すべてにおいて担任教諭
内に進歩が確認されると共に，今後も必要に応じて，
園長等が，同様に，教材開発及び協働性創造に関す
る進歩状況と研修についての要望を担任教諭に確認
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がって，「小さな，的を絞った行動を正しい場所で
行えば，持続的で大きな改善を生み出すこともあり
得ることを示している」27）。
　自己マスタリーとは，「人が心からめざしたいも
の，すなわちビジョンに絶えず焦点を当てたり，新
たに焦点を当て直したりするプロセス（原文は強調
文字…執筆者注）」28）であり，「継続的に私たちの
個人のビジョンを明確にし，それを深めること」29）
である。
　メンタル・モデルとは，「世の中とはこういうも
のだという心に染みついたイメージ，つまり慣れ親
しんだ考え方や行動に私たちを縛りつけるイメー
ジ」30）であり，「世界とはこういうものだという頭
の中のイメージを浮かび上がらせ，検証し，改善す
る」という「メンタル・モデルを管理するディシプ
リン」31）が重要になる。
　共有ビジョンとは，「自分自身の個人ビジョンが
反映されている」「多くの人が心から打ち込めるビ
ジョン」32）である。「あるビジョンが真に共有され
ている状態とは，相手と自分が同じようなイメージ
を抱き，単にそれぞれが個人的にそのビジョンを誓
約するだけでなく，そのビジョンをもつお互いに対
して誓約することである。真にビジョンが共有され
ているとき，人々はつながり，共通の志によって団
結している。33）」
　チーム学習は，「共有ビジョンを築くディシプリ
ンの上に成り立つ」34）。「チーム学習のディシプリ
ンでは，チーム対話の二つの異なる方法，ダイアロ
グとディスカッションを習得する必要がある。ダイ
アログでは，複雑で微妙な問題を自由かつ創造的に
探求し，互いの話にじっくり『耳を傾け』自分の考
えを保留する。対照的に，ディスカッションでは，
さまざまな考えを発言したり，弁護したりして，そ
のときにくださなければならない決定の裏づけとな
る最善の考えを追求する。ダイアログとディスカッ
ションは，潜在的には補完し合う関係にある」35）。
「チームが得た洞察は行動に移される。チームで開
発されたスキルは，ほかの個人に，ほかのチームに
展開することが可能だ……。チームが成果を上げる
ことで，より大きな組織のために協力して学ぶため
の方向づけと基準が確立される。36）」
　「５．自分たちにできることについての協議」では，
自分たちにできることに関する園内職員の質問に対
応した。
　18 ）第４回研修実施後の園内での取り組みとそ
れへの研究者の助言内容
　執筆者は，当初，園内での取り組み成果は十分上
がると確信していた。なぜなら，Ａ園の職員は，同
園の課題を認識しており，課題解決のための参考著
書を紹介し，どういう点で参考になるかも示してお
り，購入するということも確認していたので，主体
的協働的に取り組みを継続している同園であれば，
十分に成果が上がると予想したからである。した
がって，取り組み確認を行うことなく，質問紙調査
を実施して，５月22日に結果を受け取った。しかし，
結果は予想外であった。具体的には，教育資源マッ
プについての著書を参考にしていると考えられる教
諭が，⑥について理解が深まったかという問いに対
して，「はい」に○印がついていなかったのである。
このことから，質問が理解できていないと判断し，
質問文章をより誤解されないように修正し，再調査
を依頼した。そして，６月１日に，教育資源マップ
の作成担当者にどのような状況なのか確認する電話
を行った。その結果，執筆者の紹介した著書は，注
文しているがまだ届いていないことが判明した。第
４回研修後，新型コロナウイルスの感染が拡大し，
緊急事態宣言等もあり，取り組みが中断していたの
である。これを受けて，執筆者が紹介した３冊すべ
てを入手した後に，さらに２週間くらい経過した段
階で，アンケート調査を実施していただくように依
頼した。
　19 ）担任教諭の進歩状況と園長等による今後の
見通しに基づく研修の終了
　担任教諭の進歩状況と要望を確認するための質問
紙調査結果は，７月13日に受け取った。新年度に入っ
て，担任教諭は代わっているが，質問紙調査への回
答は，研修を受けた昨年度の担任教諭が行っている。
この日に受け取ったのは，昨年度の担任教諭の内の
６人の回答であった。１人については，７月初旬か
ら出勤が困難な状況になっていたので，８月初旬ま
でに回答依頼が可能になったら，回答していただき，
回答依頼が困難な状況であったら，その旨を知らせ
てくださるように依頼した。その結果，回答困難な
状況は変わらず，この度は，６人の回答を分析対象
とした。その６人の内，進歩があったと回答したの
は，前述の遂行事項の内，①５人，②５人，③６人，
④５人，⑤６人，⑥６人であった。なお，具体的進
歩内容の記述から質問の読み間違いがあると判断し
た場合，具体的進歩内容に基づき，進歩の有無を判
断している。そして，取り組みたい事項は，①３人，
④２人，⑤１人であった。
　この結果を踏まえて，８月18日に，副園長に次
のような確認と質問を行った。予告的研修から第４
回までの研修により，①から⑥までの遂行事項すべ
てにおいて，担任教諭内に進歩が確認できている。
今後も，必要に応じて，①から⑥までの遂行事項に
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し，幼稚園カリキュラム・マネジメント研究者と協
議して，必要な研修内容を決定し，実施する (他に
より適切な研修実施者が存在するとき，その人に依
頼する場合もある）ことを今後も必要に応じて行う
ことを約束する。そのことにより，園長等が，カリ
キュラム・マネジメントの第３の側面を実現するこ
とのできる見通しを得ることができたか。その質問
に対する回答が，見通しを得ることができたという
ものであった場合，研修は終了する。見通しを得る
ことができないというものであった場合，研修をさ
らに追加した上で，同様の質問を行う。
　続いて，本研究におけるアクション・リサーチの
限定性について考察する。
　まず，対象幼稚園は，すでに，カリキュラム・マ
ネジメントを実現できる教育課程及び年間指導計画
の編成・作成を行い，さらに，それらを実施し評価
し改善し再編成・作成することができるようになっ
ている。これらを行えていない幼稚園には，本研究
におけるアクション・リサーチの成果は活用できな
いということである。
　次に，対象幼稚園は，私立である。一般に，私立
幼稚園は，設立の精神をもっており，一般の公立幼
稚園のように，定期的に人事異動があることが決
まっているわけでもない。したがって，公立幼稚園
においてこの成果を活用する場合，人事異動で職員
が替わることへの対応について，さらなる追究が必
要であると考えられる。
Ⅴ ．幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階
における教材開発及び協働性創造の加速過程につ
いての考察
　ここにおいて，幼稚園カリキュラム・マネジメン
トの実施段階において教材開発及び協働性創造が加
速する過程について考察する。
　まず，Ａ園の担任教諭の協働性は，第２回研修後
に，加速し始めたといえる。その出発点は，カリキュ
ラム・マネジメントの全遂行事項の書かれている
ファイルを担任内のリーダー的存在の教諭が執筆者
に求め，それを入手し，それに基づいて，なぜ担任
１～２年目の教諭がエピソードを記録しカンファレ
ンスに加わる必要があるのかについて説明し，担任
１～２年目の教諭が理解できて，前向きに取り組ん
だ時点であると考えられる。一般に，取り組むこと
の意義が理解できればできるほど，取り組みは継続
されると考えられる。この時点で，担任内のリーダー
的存在の教諭は，システム思考の重要性が理解でき，
担任１～２年目の教諭もシステム思考を行い始めた
ととらえることができる。
　次に，カンファレンスでの対話の中で，互いに支
え合い学び合うことが積み重ねられて，教諭の学び
の積み重ねと，教諭相互の信頼感が強まっている。
　さらに，リーダー的存在の教諭がリードしていた
ことの一部を他の教諭がリードするようになる，つ
まり，リーダーシップの分散が生じ，さらなるリー
ダーシップの分散につながっている。　
　最後に，無理のない形で取り組みを実施すること
が行われるようになっている。
　以上，教材開発と協働性創造の加速する過程には，
システム思考の重要性の理解，システム思考の開始，
対話の中での学びの積み重ねと教諭相互の信頼感の
強化，リーダーシップの分散，無理のない形での取
り組みの実施が，見いだされたのである。
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し，幼稚園カリキュラム・マネジメント研究者と協
議して，必要な研修内容を決定し，実施する (他に
より適切な研修実施者が存在するとき，その人に依
頼する場合もある）ことを今後も必要に応じて行う
ことを約束する。そのことにより，園長等が，カリ
キュラム・マネジメントの第３の側面を実現するこ
とのできる見通しを得ることができたか。その質問
に対する回答が，見通しを得ることができたという
ものであった場合，研修は終了する。見通しを得る
ことができないというものであった場合，研修をさ
らに追加した上で，同様の質問を行う。
　続いて，本研究におけるアクション・リサーチの
限定性について考察する。
　まず，対象幼稚園は，すでに，カリキュラム・マ
ネジメントを実現できる教育課程及び年間指導計画
の編成・作成を行い，さらに，それらを実施し評価
し改善し再編成・作成することができるようになっ
ている。これらを行えていない幼稚園には，本研究
におけるアクション・リサーチの成果は活用できな
いということである。
　次に，対象幼稚園は，私立である。一般に，私立
幼稚園は，設立の精神をもっており，一般の公立幼
稚園のように，定期的に人事異動があることが決
まっているわけでもない。したがって，公立幼稚園
においてこの成果を活用する場合，人事異動で職員
が替わることへの対応について，さらなる追究が必
要であると考えられる。
Ⅴ ．幼稚園カリキュラム・マネジメントの実施段階
における教材開発及び協働性創造の加速過程につ
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だ時点であると考えられる。一般に，取り組むこと
の意義が理解できればできるほど，取り組みは継続
されると考えられる。この時点で，担任内のリーダー
的存在の教諭は，システム思考の重要性が理解でき，
担任１～２年目の教諭もシステム思考を行い始めた
ととらえることができる。
　次に，カンファレンスでの対話の中で，互いに支
え合い学び合うことが積み重ねられて，教諭の学び
の積み重ねと，教諭相互の信頼感が強まっている。
　さらに，リーダー的存在の教諭がリードしていた
ことの一部を他の教諭がリードするようになる，つ
まり，リーダーシップの分散が生じ，さらなるリー
ダーシップの分散につながっている。　
　最後に，無理のない形で取り組みを実施すること
が行われるようになっている。
　以上，教材開発と協働性創造の加速する過程には，
システム思考の重要性の理解，システム思考の開始，
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